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愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は

2
月
22
日
㈬
午
後
3
時
か
ら

名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル
に

於
い
て
第
58
回
通
常
総
代
会

を
開
催
し
た
。

司
会
を
橋
本
氏
（
西
春
支

部
）
が
務
め
、
山
内
常
務
理

事
の
開
会
の
辞
に
続
き
物
故

者
に
黙
祷
を
捧
げ
、
後
藤
理

事
長
が
挨
拶
し
た
。

議
長
に
樋
口
氏
（
春
日
井

支
部
）
が
選
出
さ
れ
、
定
足

数
（
総
代
50
名
、
出
席
28
名
、

委
任
状
提
出
22
名
）
の
報
告

が
あ
り
議
案
審
議
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案

令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
、

損
益
計
算
書
等

第
２
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
計
画
書
、

収
支
予
算
書

第
３
号
議
案

賦
課
金
徴
収
方
法

第
４
号
議
案

借
入
金
最
高
限
度
額

第
５
号
議
案

令
和
４
年
度
全
板
国
保
収

支
決
算
書

第
６
号
議
案

令
和
４
年
度
労
働
保
険
収

支
決
算
書

第
７
号
議
案

役
員
改
選

役
員
改
選
で
は
役
員
選
考

委
員
会
が
行
わ
れ
、
新
理
事

が
発
表
さ
れ
た
。

続
い
て
別
室
で
開
催
さ
れ

た
第
1
回
理
事
会
の
結
果
、

後
藤
理
事
長
の
再
選
と
新
役

員
が
発
表
さ
れ
議
長
降
壇
と

な
っ
た
。

2
期
目
と
な
っ
た
後
藤
理

事
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業

も
満
足
に
で
き
な
か
っ
た
が
、

今
期
は
新
し
い
動
き
へ
と
進

み
、
皆
様
と
酒
で
も
呑
み
な

が
ら
腹
を
わ
っ
て
話
が
し
た

い
。
各
委
員
会
の
再
開
も
楽

し
み
で
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
、

５
月
25
日
㈭
、
第
73
回
全

国
建
築
板
金
業
者
東
京
大
会

が
有
明
G
Y
M
‒
E
X
で
開

催
さ
れ
た
。

愛
知
県
板
で
は
令
和
元
年

の
高
知
大
会
以
来
４
年
ぶ
り

に
県
板
コ
ー
ス
を
一
泊

二
日
の
旅
程
で
企
画
し

た
。前

日
の
24
日
㈬
午
前

7
時
30
分
、
名
古
屋
駅

を
観
光
バ
ス
で
出
発
し

沼
津
で
昼
食
、
そ
の
後

は
茅
ヶ
崎
海
岸
・
江
の

島
を
車
窓
か
ら
眺
め
、

鎌
倉
大
仏
・
鶴
岡
八
幡

宮
を
見
学
し
、
午
後
5

時
過
ぎ
に
は
宿
泊
ホ
テ

ル
に
到
着
。
夕
食
は
横

浜
中
華
街
ま
で
徒
歩
で

移
動
し
、
老
舗
の
「
重

慶
飯
店
」
で
コ
ー
ス
料

理
を
堪
能
し
た
。

当
日
は
、
午
前
7
時
45
分

に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
午
前
9

時
前
に
は
大
会
会
場
に
着
き
、

展
示
会
場
見
学
や
大
会
式
典

に
参
加
し
た
。

宇
野
常
務
理
事
の
閉
会
の
辞

に
て
午
後
4
時
30
分
に
閉
会

と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
懇
親
会
は
取
り
や

め
と
な
っ
た
。

赤
池
（
豊
田
支
部
）

な
お
、
今
回
功
労
賞
を
林

清
典
氏
（
小
牧
支
部
）、
伊

藤
照
浩
氏
（
一
宮
支
部
）
の

両
名
が
受
賞
し
た
。

大
会
終
了
後
は
会
場
内
で

昼
食
を
食
べ
、
午
後
１
時
に

会
場
を
後
に
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
別
行
動
だ
っ

た
後
藤
理
事
長
と
小
野
寺
相

談
役
も
合
流
し
て
、
フ
ジ
テ

レ
ビ
本
社
ビ
ル
を
見
学
、
途

中
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
帰
途

に
つ
い
た
。

な
お
、
今
回
県
板
コ
ー
ス

で
21
名
、
単
独
コ
ー
ス
で
44

名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

M

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

第
58
回

第
58
回

通
常
総
代
会

通
常
総
代
会

第
73
回

第
73
回

全
国
建
築
板
金
業
者

　
　
　東
京
大
会
開
催

全
国
建
築
板
金
業
者

　
　
　東
京
大
会
開
催

▲

総
代
会
風
景

▲

あ
い
さ
つ
す
る
後
藤
理
事
長

▲
大
会
風
景

▲

功
労
賞
の

林　
清
典
氏（
右
か
ら
二
人
目
）

伊
藤
照
浩
氏（
右
か
ら
三
人
目
）
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令
和
5
年
3
月
26
日
㈰
ア

イ
リ
ス
愛
知
2
階
に
て
、
第

49
回
板
金
セ
ミ
ナ
ー
が
愛
知

県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

主
催
に
て
4
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た
。

来
賓
に
、
愛
知
県
職
業
能

力
開
発
協
会
専
務
理
事
・
市

4
月
15
日
㈯
午
後
5
時
30

分
、
出
席
者
18
名
に
よ
り
、

令
和
4
年
度
名
古
屋
板
金
連

合
会
通
常
総
会
が
「
川
原
神

社　

社
務
所
」
に
て
開
催
さ

れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
後
藤
県
板

理
事
長
を
迎
え
た
。

司
会
進
行
を
中
川
港
支
部

の
西
川
氏
が
務
め
、
物
故
者

黙
祷
、
浅
井
副
会
長
の
開
会

の
辞
に
続
き
、
本
田
会
長
の

挨
拶
で
2
期
4
年
の
間
で
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
思
う
様
に
活
動
が
出
来

ず
に
い
た
事
を
陳
謝
し
、
昨

年
の
10
月
に
開
催
さ
れ
た
尾

張
名
古
屋
の
職
人
展
か
ら
感

染
対
策
の
条
件
下
、
規
模
を

縮
小
で
は
有
る
が
活
動
を
再

開
し
て
い
る
事
を
述
べ
た
。

次
に
、
熱
田
南
支
部
の
稲
熊

氏
を
議
長
に
選
出
し
議
案
審

議
に
入
っ
た
。

1
号
議
案　

令
和
4
年
度
事
業
報
告
・

会
計
報
告
・
監
査
報
告
、

2
号
議
案　

役
員
改
選

会
長　
　
　

本
田
幹
雄

副
会
長　
　

鈴
木
修
治

副
会
長　
　

恩
田
義
則

会
計　
　
　

川
村
正
人

会
計
監
査　

澤
田
栄
一

3
号
議
案　

令
和
5
年
度
事
業
計
画
・

予
算
案

4
号
議
案

そ
の
他　

支
部
再
編
に
つ
い
て
議
論

を
開
始
す
る
事
を
会
長
が
提

案
し
た
。
理
由
と
し
て
、
会

員
数
の
減
少
に
よ
り
存
続
が

困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る

支
部
が
有
り
再
編
に
よ
り
活

動
を
促
す
こ
と
で
会
員
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
新
規
の
会
員
を
増
や
す
事

を
狙
い
と
す
る
と
し
た
。
問

題
も
多
々
有
る
事
も
話
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
会
員
か
ら

は
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
た

が
議
論
を
開
始
す
る
事
で
承

認
を
い
た
だ
い
た
。

豊
田
支
部
は
5
月
24
日
㈬

25
日
㈭
に
東
京
で
行
わ
れ
た

全
板
大
会
へ
の
参
加
も
兼
ね

て
、
5
年
ぶ
り
と
な
る
親
睦

旅
行
へ
13
名
で
行
っ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
2
年
に
一

度
旅
行
へ
行
っ
て
い
た
が
コ

ロ
ナ
禍
で
の
行
動
規
制
に
よ

り
5
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

午
前
7
時
30
分
に
集
合
し
、

観
光
バ
ス
に
て
豊
田
勘
八
イ

ン
タ
ー
よ
り
新
東
名
を
経
由

し
て
、
ま
ず
は
昼
食
会
場
で

あ
る
沼
津
へ
と
向
か
っ
た
。

賛
助
会
員
の
横
山
興
業
㈱
様

よ
り
缶
ビ
ー
ル
の
差
し
入
れ

を
い
た
だ
き
、
乗
車
と
共
に

ほ
ぼ
全
員
が
飲
み
始
め
、
ト

イ
レ
休
憩
の
た
め
の
各
駅
停

車
状
態
。
昼
食
段
階
で
予
定

を
1
時
間
も
オ
ー
バ
ー
す
る

事
態
と
な
っ
た
。

昼
食
後
も
時
間
を
取
り
戻

す
こ
と
は
で
き
ず
、
予
定
し

て
い
た
「
浅
草
寺
・
仲
見
世

通
り
散
策
」
を
あ
き
ら
め
て

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
と
向

か
っ
た
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で

は
全
員
で
地
上
450
ｍ
の
展
望

回
廊
ま
で
上
が
り
東
京
の
街

を
見
下
ろ
し
た
。
340
ｍ
に
あ

る
ガ
ラ
ス
床
で
は
高
所
に
慣

れ
て
い
る
僕
ら
で
も
足
が
す

く
ん
だ
。

午
後
５
時
半
頃
に
宿
泊
ホ

テ
ル
に
到
着
。
今
回
は
宿
で

の
宴
会
を
や
め
て
浅
草
の
街

で
の
自
由
会
食
と
し
、
全
員

で
「
も
ん
じ
ゃ
焼
き
」
に
舌

鼓
を
打
っ
た
。
飲
ん
で
食
べ

慎
重
審
議
の
結
果
全
て
承

認
さ
れ
、
鈴
木
副
会
長
の
閉

会
の
辞
で
総
会
は
終
了
し
た
。

続
い
て
後
藤
理
事
長
に
祝

辞
・
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
総

会
の
中
で
提
案
の
あ
っ
た
支

部
再
編
に
つ
い
て
も
少
し
話

さ
れ
た
。

午
後
6
時
30
分
か
ら
、
食

事
会
を
開
催
し
た
。

本
田
（
中
川
港
支
部
）

て
日
頃
の
仕
事
の
話
や
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
話
、「
お
決
ま

り
」
の
組
合
の
意
義
に
つ
い

て
熱
く
語
り
合
う
夜
と
な
っ

た
。翌

朝
は
全
板
大
会
へ
と
向

か
う
た
め
午
前
8
時
前
に
出

発
し
て
大
会
会
場
に
到
着
。

大
会
に
参
加
し
て
弁
当
を
食

べ
て
記
念
写
真
を
撮
り
東
京

を
後
に
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
お
土
産
を
購
入
し
な

が
ら
帰
路
に
つ
き
、
午
後
７

時
頃
豊
田
へ
到
着
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
の
コ
ロ
ナ
状

況
は
わ
か
ら
な
い
が
ま
た
隔

年
で
の
旅
行
に
戻
り
、
参
加

人
数
も
増
え
て
親
睦
旅
行
に

行
け
た
ら
い
い
な
と
願
う
ば

か
り
で
あ
る
。

赤
池
（
豊
田
支
部
）

（
3
頁
へ
つ
づ
く
）

田
和
仁
氏
、
中
部
ダ
ク
ト
工

業
協
同
組
合
理
事
長
・
村
上

友
章
氏
、
愛
知
県
板
金
工
業

組
合
理
事
長
・
後
藤
実
氏
を

お
招
き
し
た
。
浅
井
裕
一
副

会
長
の
挨
拶
に
続
き
市
田
専

務
理
事
よ
り
、
昨
年
に
開
催

通
常
総
会

通
常
総
会

名
古
屋
板
金
連
合
会

名
古
屋
板
金
連
合
会

豊
田
支
部

豊
田
支
部

親
睦
旅
行

親
睦
旅
行

第
49
回 

　板
金
セ
ミ
ナ
ー

第
49
回 

　板
金
セ
ミ
ナ
ー

▲

あ
い
さ
つ
す
る
本
田
会
長

▲

集
合
写
真

▲ 新役員
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さ
れ
た
技
能
五
輪
国
際
大
会

で
愛
知
県
選
手
は
5
個
の
金

メ
ダ
ル
を
始
め
10
個
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
、
今
年
11
月
に

は
技
能
五
輪
全
国
大
会
を
愛

知
県
で
3
年
ぶ
り
に
開
催
す

る
旨
の
話
し
が
あ
っ
た
。

午
前
の
勉
強
会
で
は
旭
ト

ス
テ
ム
外
装
株
式
会
社
に
よ

る
商
品
説
明
で
樹
脂
サ
イ

デ
ィ
ン
グ
が
紹
介
さ
れ
た
。

午
後
の
部
で
は
尾
張
大
国

令
和
5
年
1
月
6
日
㈮
、

名
古
屋
板
金
連
合
会
で
は
３

年
ぶ
り
に
新
年
安
全
祈
願
祭

を
熱
田
神
宮
に
於
い
て
開
催

し
た
。

午
前
10
時
に
神
楽
殿
前
に

集
合
し
、
愛
知
県
板
金
工
業

組
合
後
藤
理
事
長
、
愛
知
県

板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会
浅

井
副
会
長
、
連
合
会
役
員
、

各
支
部
長
の
11
名
が
参
加
し

た
。神

楽
殿
で
は
会
員
の
商
売

繁
盛
、
安
全
祈
願
の
祈
祷
を

し
て
い
た
だ
き
、
雅
楽
の
演

中
川
港
支
部
は
、
令
和
5

年
１
月
７
日
㈯
午
後
6
時
30

分
か
ら
、
木
曽
路
I
M
A
I

ビ
ル
店
に
於
い
て
新
年
懇
親

会
を
開
催
し
た
。

来
賓
に
愛
知
県
板
金
工
業

組
合
よ
り
後
藤
理
事
長
・
谷

倉
副
理
事
長
を
お
招
き
し
、

支
部
員
10
名
が
参
加
し
た
。

西
川
支
部
長
が
新
年
の
挨

拶
で
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活

動
自
粛
が
続
い
て
い
る
事
を

始
め
に
陳
謝
し
、
今
年
の
抱

負
を
語
っ
た
。

谷
倉
副
理
事
長
は
、
県
板

事
業
に
理
解
と
協
力
を
求
め
、

ま
た
、
名
古
屋
板
金
連
合
会

で
昨
日
3
年
ぶ
り
に
新
年
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
事
、

今
年
こ
そ
は
活
動
を
再
開
で

き
る
よ
う
に
努
力
す
る
事
、

併
せ
て
、
全
板
東
京
大
会
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
引

き
続
き
乾
杯
の
発
声
で
懇
親

会
が
始
ま
っ
た
。

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
鍋
を
囲
み
、

昨
年
の
仕
事
の
事
や
今
年
の

話
題
等
で
盛
り
上
が
り
親
睦

を
深
め
た
。

宴
も
進
み
締
め
の
挨
拶
で

た
だ
い
た
。
ま
た
、
浅
井
副

会
長
は
3
月
に
板
金
セ
ミ

ナ
ー
を
4
年
ぶ
り
に
開
催
す

る
旨
を
伝
え
た
。

谷
倉
相
談
役
の
乾
杯
の
後
、

櫃
ま
ぶ
し
を
頂
き
な
が
ら
今

（
4
頁
へ
つ
づ
く
）

（
2
頁
よ
り
つ
づ
き
）

霊
神
社
（
国
府
宮
神
社
）
宮

司
・
山
脇
敏
夫
氏
に
よ
る『
儺

追
神
事
（
な
お
い
し
ん
じ
）』

の
テ
ー
マ
で
映
像
を
交
え
て
、

は
だ
か
祭
り
が
行
わ
れ
る
意

味
や
祭
り
が
始
ま
る
前
や
そ

の
後
の
事
も
詳
し
く
説
明
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

山
脇
氏
の
講
演
は
、
令
和

2
年
の
セ
ミ
ナ
ー
で
予
定
し

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
と
な
っ
た
為
、
今
日
の
登

壇
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
年

奏
で
巫
女
さ
ん
の
浦
安
の
舞

を
鑑
賞
し
た
。
続
い
て
本
宮

拝
殿
に
て
御
垣
内
特
別
参
拝

で
本
田
会
長
が
玉
串
の
奉
納

を
し
た
。

そ
の
後
、
あ
つ
た
蓬
莱
軒

本
店
に
移
動
し
本
田
会
長
が

新
年
の
挨
拶
で
、
昨
年
の
３

年
ぶ
り
と
な
る
職
人
展
の
参

加
並
び
に
本
日
の
安
全
祈
願

祭
を
執
り
行
っ
た
経
緯
を
説

明
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

を
再
開
し
て
い
く
事
と
今
後

の
予
定
を
報
告
し
た
。
続
い

て
後
藤
理
事
長
に
挨
拶
を
い

後
藤
理
事
長
が
就
任
か
ら
2

年
が
経
っ
た
が
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
が
自
粛
続
き
で
何
も
で

き
て
い
な
い
事
を
陳
謝
さ
れ
、

今
年
は
活
動
を
再
開
す
る
こ

と
を
話
さ
れ
締
め
く
く
り
、

最
後
に
一
本
締
め
で
午
後
９

時
頃
に
お
開
き
と
な
っ
た
。 　

 

本
田
（
中
川
港
支
部
）

続
い
て
新
規
入
会
者
の
松

谷
氏
（
松
谷
板
金
）、
代
替

わ
り
の
山
本
氏
（
建
築
板
金

ヤ
マ
モ
ト
）、
新
規
賛
助
会

員
の
㈱
野
々
山
商
店
様
が
紹

介
さ
れ
た
。

議
案
審
議
に
入
り
、
議
長

に
砂
塚
氏
が
選
出
さ
れ
、
令

和
4
年
度
事
業
報
告
、
会
計

報
告
、
監
査
報
告
が
審
議
さ

岡
崎
支
部
は
、
2
月
16
日

㈭
午
後
6
時
50
分
よ
り
、
岡

崎
市
中
小
企
業
・
勤
労
者
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
69

回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

後
藤
県
板
理
事
長
、
太
田

商
事
㈱
深
見
様
、
横
山
興
業

㈱
石
田
様
、
㈱
野
々
山
商
店

三
輪
様
の
臨
席
を
賜
り
、
出

席
者
21
名
、
委
任
状
提
出
者

9
名
で
開
会
し
た
。

鈴
木
氏
が
司
会
進
行
を
務

め
、
高
柳
副
支
部
長
の
開
会

の
言
葉
、
物
故
者
黙
祷
の
後
、

戸
松
支
部
長
が
挨
拶
し
一
年

の
総
括
を
述
べ
た
。

の
は
だ
か
祭
り
を
開
催
す
る

に
あ
た
っ
て
の
苦
労
や
苦
悩

も
併
せ
て
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
恒
例
の
福
引
が

有
り
午
後
3
時
に
終
了
し
た
。

本
田
（
中
川
港
支
部
）

後
の
県
板
や
支
部
の
あ
り
方
、

連
合
会
の
活
動
再
開
等
の
話

題
で
盛
り
上
が
り
、
宴
た
け

な
わ
の
中
、
鈴
木
副
会
長
が

中
締
め
を
し
て
閉
宴
と
な
っ

た
。　

本
田（
中
川
港
支
部
）

名
古
屋
板
金
連
合
会

名
古
屋
板
金
連
合
会

新
年
安
全
祈
願
祭

新
年
安
全
祈
願
祭

中
川
港
支
部

中
川
港
支
部

新
年
懇
親
会

新
年
懇
親
会

岡
崎
支
部

通
常
総
会
を
開
催

熱
田
神
宮
に
て

祈
祷
後
集
合
写
真

▲

熱
田
神
宮
に
て
集
合
写
真

▲

懇
親
会
風
景

▲ 宮司・山脇敏夫氏



愛板５７２号 愛　　　　　　板 令和５年７月15日（４）

令
和
５
年
１
月
～
５
月
の
動
き

【
県　
板
】

❖
１
月

6
日	

仕
事
始
め

17
日	�



愛
知
労
働
局　

労
働
保
険
事

務
組
合　

総
括
責
任
者
会
議

	

於　
名
古
屋
広
小
路
ビ
ル
ヂ
ン
グ

　
　
　

出
席
者　

専
務

20
日	

三
役
会

	

於　

組
合
会
議
室

20
日	

決
算
監
査

	

於　

組
合
会
議
室

26
日	

常
務
理
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

26
日	

理
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

29
日	

青
年
部
総
会

	

於　
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

　
　
　

出
席
者　

理
事
長

❖
２
月

5
日	

青
年
部
第
１
回
幹
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

　
　
　

出
席
者　

理
事
長

9
日　

総
務
委
員
会

	
於　

組
合
会
議
室

22
日　

県
板
総
代
会

　
　
　

於　
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル

24
日	

全
板
国
保
第
107
回
組
合
会

	

於　

リ
モ
ー
ト

　
　
　

出
席
者　

谷
倉
副
理
事
長

25
～
26�

日　

第
45
回
全
国
建
築
板

金
競
技
大
会

	

於　
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

❖
３
月

8
日	

技
能
委
員
会

	

於　

組
合
会
議
室

26
日　
第
49
回
新
春
板
金
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

於　

ア
イ
リ
ス
愛
知

　
　
　

出
席
者　

理
事
長

26
日　
中
板
協
青
年
部
第
39
回
総
会

　
　
　

於　
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル

　
　
　

出
席
者　

理
事
長

東
三
支
部
は
第
84
回
通
常

総
会
を
令
和
５
年
２
月
12
日

㈰
に
豊
橋
藤
沢
町
の
ロ
ワ

ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

令
和
４
年
事
業
報
告
・
会

計
報
告
、
令
和
５
年
事
業
計

画
・
予
算
案
等
全
て
の
議
案

は
問
題
な
く
承
認
さ
れ
た
。

議
案
審
議
後
、
来
賓
の
県

板
後
藤
理
事
長
に
挨
拶
を
頂

き
終
了
と
な
っ
た
。

尚
、
役
員
は
以
下
の
通
り
。

支
部
長　
　

河
田
雅
彦

副
支
部
長　

北
河
秀
治

会
計　
　
　

後
藤
浩
一

書
記　
　
　

坂
本　

亮

28
日　
中
板
協
第
1
回
常
任
理
事
会

　
　
　

於　

組
合
会
議
室

　
　
　

出
席
者　

理
事
長
・
専
務

29
日	

三
役
会

	

於　

組
合
会
議
室

29
日	

常
務
理
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

❖
４
月

2
日	

青
年
部
第
2
回
幹
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

　
　
　

出
席
者　

理
事
長

19
日　
労
保
一
人
親
方
年
度
更
新
説
明
会

　
　
　

於　

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

　
　
　

出
席
者　

粕
谷

19
日　
労
保
事
務
組
合
年
度
更
新
説
明
会

　
　
　

於　

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

　
　
　

出
席
者　

粕
谷

20
日	

三
役
会

	

於　

組
合
会
議
室

20
日	

常
務
理
事
会

	

於　

組
合
会
議
室

26
日　

中
板
協
理
事
会
並
び
に

　
　
　

第
45
回
通
常
総
会

　
　
　

於　
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル

28
日　

全
板
連
／
日
板
協
青
年
部

　
　
　

第
48
回
総
会
及
び
第
24
回

　
　
　

全
国
青
年
部
部
長
会
議

　
　
　

於　
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
浜
松
町

❖
５
月

10
日	

経
営
研
究
委
員
会

　
　
　

於　

組
合
会
議
室

15
日	

技
術
研
究
委
員
会

　
　
　

於　

組
合
会
議
室

18
日	

総
務
委
員
会

　
　
　

於　

組
合
会
議
室

24
日　

�

第
73
回
全
国
建
築
板
金
業
者

東
京
大
会　

総
会　

前
夜
祭

　
　
　

於　
グ
ラ
ン
ド
ニ
ッ
コ
ー
東
京
台
場

　
　
　

出
席
者　
理
事
長
・
相
談
役

25
日　

�

第
73
回
全
国
建
築
板
金
業
者

東
京
大
会　

式
典
・
展
示
会

　
　
　

於　

有
明
ジ
メ
ッ
ク
ス

31
日　

�

中
部
ダ
ク
ト
工
業
協
同
組
合

第
60
回
通
常
総
会

新
型
コ
ロ
ナ
も
「
５
類
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
ほ
ぼ

以
前
の
日
常
が
戻
っ
て
き
た

気
が
し
ま
す
。

愛
知
県
板
も
各
委
員
会
が

よ
う
や
く
動
き
出
し
た
よ
う

で
す
。

経
営
研
究
委
員
会
で
は
10

月
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
研
修
会
を
７
月
に
開

催
し
ま
す
。

ま
た
当
広
報
委
員
会
も
こ

こ
３
年
は
行
事
が
少
な
く
て

新
年
号
の
編
集
だ
け
で
１
年

に
１
回
だ
け
の
開
催
で
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
行
事
が
増
え

て
い
く
と
開
催
回
数
も
増
え

ま
す
。
ま
た
こ
の
編
集
後
記

な
る
物
と
の
戦
い
が
始
ま
る

の
か
と
、
ま
あ
ま
あ
憂
鬱
な

気
分
に
な
り
ま
す
。
ぼ
ち
ぼ

ち
や
っ
て
い
き
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　

	

六
月
八
日
㈭

五
七
二
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

七
名

松
浦
副
理
事
長　

出
席

午
後
二
時
開
会

午
後
五
時
閉
会

　
　
　

於　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋

　
　
　

出
席
者　

理
事
長

【
各
支
部
】

名
古
屋
板
金
連
合
会

1
月
6
日

・
新
年
安
全
祈
願
祭	

11
名

・
支
部
長
会	

11
名

３
月
17
日　

支
部
長
会	

10
名

４
月
12
日　

支
部
長
会	

９
名

４
月
15
日 

・
令
和
４
年
度
通
常
総
会	

18
名

５
月
13
日　

支
部
長
懇
親
会	

８
名

中
村
支
部

５
月
23
日　

支
部
定
例
会	

６
名

中
川
港
支
部

１
月
７
日　

新
年
会　
　

  

３
月
24
日　

定
例
会	

６
名

４
月
21
日　

定
例
会	

９
名

尾
張
板
金
連
合
会

２
月
９
日　

総
会	

14
名

５
月
25
日　

補
助
金
支
給	

18
名

春
日
井
支
部

４
月
19
日　

定
例
会	

６
名

小
牧
支
部

５
月
24
日
25
日　

全
板
大
会	

６
名

西
三
板
金
連
合
会

４
月
28
日　

役
員
会

刈
谷
支
部

２
月
８
日　

定
例
会	

５
名

・
情
報
交
換
等

５
月
10
日　

定
例
会	

５
名

・
情
報
交
換
等

豊
田
支
部

３
月
６
日　

定
例
会

３
月
25
日　

通
常
総
会

５
月
８
日　

定
例
会

５
月
24
日
25
日　

全
板
大
会
13
名

東
三
支
部

１
月
25
日　

後
期
会
計
監
査	

６
名

１
月
25
日　
総
会
打
合
せ
会
議	

５
名

２
月
12
日　

通
常
総
会	

25
名

３
月
25
日　

三
役
会	

４
名

４
月
22
日　

臨
時
役
員
会
議	

14
名

い
た
だ
き
、
令
和
5
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
発
表
さ
れ
、

全
員
で
唱
和
し
閉
会
し
た
。

　
　

安
形
（
岡
崎
支
部
）

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、

懇
親
会
は
取
り
や
め
、
豪
華

お
弁
当
を
持
ち
帰
っ
て
も

ら
っ
た
。	
�

�

M

（
3
頁
よ
り
つ
づ
き
）

れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
支
部
長

に
戸
松
氏
の
再
任
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
、
挨
拶
し
抱

負
を
述
べ
た
。
そ
し
て
令
和

5
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算

案
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
戸
松
支
部
長
か
ら
原

田
氏
へ
カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
支

援
事
業
の
義
援
金
が
渡
さ
れ

た
。来

賓
の
方
々
よ
り
挨
拶
を

編
集
後
記

東
三
支
部

第
84
回
通
常
総
会
開
催

▲

総
会
風
景

▲ あいさつする戸松支部長


